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産業祭「キッズタウン　産業祭「キッズタウン」」

こ の 笑 顔　 未 来 に と ど け　 願 う 秋



（２）

産
産
業
祭
　

　
役
場
駐
車
場
で
行
わ
れ
た
産
業

祭
で
は
、
町
内
各
種
団
体
・
企
業

が
約
　
の
ブ
ー
ス
を
出
展
し
、
農

４０

産
物
や
各
種
物
産
の
販
売
、
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。

　
新
企
画
「
イ
ケ
麺
横
丁
」
や

「
キ
ッ
ズ
タ
ウ
ン
」
を
は
じ
め
、
各

ブ
ー
ス
で
は
、
出
店
者
の
活
気
あ

ふ
れ
る
呼
び
込
み
に
長
い
行
列
が

で
き
て
い
ま
し
た
。
中
で
も
特
別

招
待
ブ
ー
ス
の
大
洗
町
「
あ
ん
こ

う
吊
し
切
り
」
や
町
商
工
会
青
年

部
ブ
ー
ス
の
Ｋ－

１
選
手
に
よ
る

実
演
で
は
た
く
さ
ん
の
人
で
賑
わ

い
ま
し
た
。

産
文
化
祭
　

　
文
化
祭
は
ふ
る
さ
と
産
業
文
化

館
で
行
わ
れ
、
カ
ラ
オ
ケ
や
芸
能

発
表
、
生
け
花
、
書
道
、
竹
細
工
、

写
真
等
の
作
品
が
展
示
さ
れ
、
来

場
者
は
熱
心
に
見
入
っ
て
い
ま
し

た
。

　
今
年
の
産
業
祭
は
　
月
４
日
、
文
化
祭
が
　
月
３
日
・
４
日

１１

１１

と
そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
で
開
催
さ
れ
、 
約
１
万
人
の
来
場
者
が

盛
り
だ
く
さ
ん
の
催
し
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

食
べ
て
・
観
て
・
体
験
し
て

　
　
　
　
楽
し
ん
だ
祭
典

産業祭産業祭・・文化
祭文化祭

菊薫る季節を菊薫る季節を
満満喫喫



（３）広報めいわ　平成２４年１２月１０日



（４）

　
 平
成
　
年
度
明
和
町
菊
花
展

２４

表
彰
式
が
　
月
４
日
、
中
央
公
民

１１

館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
で
は
、

恩
田
町
長
ら
関
係
者
が
出
席
し
入

賞
者
を
表
彰
し
ま
し
た
。

　
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
）

文
化
協
会
園
芸
部

【
特
選
】　
　
　
　
　

明
和
町
長
賞

「
厚
物
三
本
立
」　
野
本
　
武

【
最
優
等
】

明
和
町
議
会
議
長
賞

「
厚
物
三
本
立
」　
田
部
井
喜
雄

邑
楽
館
林
農
協
組
合
長
賞
　

「
厚
物
三
本
立
」　
木
村
好
江

明
和
町
商
工
会
長
賞

「
厚
物
三
本
立
」　
田
部
井
喜
雄

明
和
町
教
育
長
賞

「
管
物
三
本
立
」　
野
本
　
武

明
和
町
文
化
協
会
長
賞

「
ダ
ル
マ
」　
　
　
木
村
好
江

明
和
町
文
化
協
会
園
芸
部
長
賞

「
盆
栽
」　
　
　
　
髙
橋
　
茂

【
厚
物
三
本
立
、
管
物
三
本
立
、
ダ

ル
マ
、
福
助
、
盆
栽
】

優
等
   吉
田
佳
世
子
・
 木
村
好
江

一
等
　
野
本
　
武
・
髙
瀬
三
郎

木
村
好
江
・
 
新
井
紀
夫

二
等
　
野
本
　
武
・
 
柿
沼
健
司

木
村
好
江
・
 
髙
橋
　
茂

三
等
　
野
本
　
武
・
髙
瀬
三
郎

吉
田
佳
世
子
・
 森
田
　
勇
　
　
　

小
田
木
正
弘

老
人
ク
ラ
ブ
　

【
大
輪
の
部
】

特
選
　
橋
本
康
男
　

最
優
等

　
増
田
ヤ
イ
子
・
森
田
美
奈
子

優
等
　
増
田
和
吉
・
薗
部
光
夫
　

一
等
　
森
田
　
勇
・
橋
本
侊
子
　

二
等
　
関
　
匡
憲
・
奈
良
一
男

小
田
木
さ
だ
・
髙
瀬
三
郎

三
等
　
伊
勢
田
一
枝
・
田
部
井
波

江
・
斉
藤
ミ
チ
コ
・
薗
部
宇
多
子

【
ポ
ッ
ト
マ
ム
の
部
】

特
選
　
橋
本
康
男
　

最
優
等

　
早
川
明
子
・
橋
本
侊
子

優
等
　
柿
沼
み
な
・
岡
田
倫
子

一
等
　
仲
村
国
雄
・
石
崎
弘
二
　

二
等
　
恩
田
亀
蔵
・
藤
野
松
代
・

薗
部
光
夫
・
黒
沢
幸
雄
　

三
等
　
田
部
井
波
江
・
田
部
井
喜

雄
・
竹
越
千
恵
子
・
中
川
テ
ル
子

菊
づ
く
り
教
室

【
大
輪
の
部
】

特
選
　
吉
田
佳
世
子
・
木
村
好
江

最
優
等

　
増
田
和
吉
　

優
等
　
橋
本
康
男
　

【
ポ
ッ
ト
マ
ム
の
部
】

特
選
　
野
本
　
武
・
島
田
孝
子
　

最
優
等

　
橋
本
康
男
　

優
等
　
吉
田
佳
世
子

明
和
町
菊
花
展
表
彰
式

　
秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
を
５

日
後
に
控
え
た
　
月
４
日
、
館
林

１１

地
区
消
防
組
合
消
防
隊
の
秋
季
点

検
が
、
管
内
各
消
防
団
を
は
じ
め

館
林
消
防
署
員
ら
総
勢
約
６
０
０

人
が
一
堂
に
会
し
、
千
代
田
中
学

校
校
庭
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

　
こ
の
点
検
は
、
消
防
隊
ら
の
姿

勢
服
装
や
消
火
活
動
に
必
要
な
機

械
器
具
等
の
点
検
を
行
い
士
気
を

高
め
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

　
会
場
で
は
救
急
訓
練
や
ポ
ン
プ

操
法
等
が
行
わ
れ
、
消
防
団
員
ら

は
日
ご
ろ
の
訓
練
の
成
果
を
発
揮

し
て
、
き
び
き
び
と
し
た
動
作
で

取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
点
検
後
に
は
、
消
防
職

員
お
よ
び
団
員
ら
に
各
種
の
表
彰

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
明
和
町
の
受

賞
者
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。　

（
敬
称
略
・
　
の
数
字
は
勤
続
年
数
）

（　）

館
林
地
区
消
防
組
合
団
長
表
彰

▼
優
良
団
員
表
彰

　
第
１
分
団
　
砂
賀
雅
彦
　（５）

　
小
島
修
　（５）

　
第
２
分
団
　
村
田
和
雄
　（５）

　
清
水
明
雄
　（３）

　
第
３
分
団
　
尾
崎
宏
和
　（５）

　
泉
田
幸
男
　
　

（７）

▼
優
良
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
表
彰

　
南
大
島
地
区
婦
人
消
防
隊

　
新
　
里
地
区
婦
人
消
防
隊
　

館
林
地
区
消
防
組
合

消
防
隊
秋
季
点
検
・
各
種
表
彰
式

　　　　　　　　審査風景



（５）広報めいわ　平成２４年１２月１０日

受賞おめでとうございます

永
年
勤
続
                

　
優
良
従
業
員
表
彰

　
　
月
　
日
、
役
場
会
議
室
で
「
平
成
　
年

１１

２６

２４

度
永
年
勤
続
優
良
従
業
員
表
彰
式
」が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
表
彰
は
、
町
内
の
中
小
企

業
に
勤
続
さ
れ
て
い
る
優
良
従
業
員
を
表

彰
し
、
勤
労
意
欲
の
向
上
と
中
小
企
業
の
振

興
を
図
ろ
う
と
す
る
制
度
で
、
町
・
町
商
工

会
・
町
労
使
教
育
委
員
会
共
催
で
行
っ
て
い

ま
す
。
恩
田
町
長
が
表
彰
状
と
記
念
品
を

手
渡
し
、
勤
労
を
讃
え
ま
し
た
。

　
表
彰
さ
れ
た
か
た
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
）

▼
勤
続
　
年
表
彰

２０

　
永
吉
哲
也
　
都
築
鋼
産
㈱

▼
勤
続
　
年
表
彰
　

１０

　
新
井
慎
也
　
都
築
鋼
産
㈱
　

　
益
田
宗
利
　
㈲
大
星

　
小
林
博
之
　
㈲
大
星
　

　
亀
井
和
幸
　
㈲
大
星

　
清
水
敏
雄
　
㈲
大
星

　　

　　永吉さん　　　　新井さん

　
平
成
　
年
度
、
全
国
食
生
活
改

２４

善
大
会
（
石
川
県
で
開
催
）
に
て
、

一
般
財
団
法
人
日
本
食
生
活
協
会

「
南
・
賀
屋
賞
」
運
営
委
員
長
山
東

昭
子
氏
か
ら
、
表
彰
状
と
盾
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
の
賞
は
、
食
生
活

改
善
を
通
し
て
健
康
づ
く
り
活
動

を
積
極
的
に
展
開
し
、
地
域
の
健

康
づ
く
り
の
推
進
に
貢
献
し
た
実

績
の
あ
る
団
体
で
、
か
つ
将
来
も
期

待
で
き
る
団
体
に
贈
ら
れ
る
賞
で
、

全
国
で
毎
年
５
団
体
が
表
彰
さ
れ

ま
す
。

○
活
動
の
あ
ゆ
み

　
昭
和
　
年
に
栄
養
教
室
修
了
者

４６

　
人
で
発
足
し
、
現
在
で
は
初
代

２４会
長
を
含
む
　
人
の
会
員
が
和
気

４８

あ
い
あ
い
と
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
活
動
は
、
明
和
中
学
校
で
「
手
打

ち
う
ど
ん
と
か
き
揚
げ
づ
く
り
」
を

行
い
、
郷
土
料
理
の
実
習
の
お
手
伝

い
を
行
う
ほ
か
、「
お
や
こ
の
食
育

教
室
」・「
男
性
の
た
め
の
食
生
活
講

座
」・「
高
血
圧
予
防
教
室
」・「
体
重

１
㌔
㌘
塩
分
１
㌘
減
塩
声
か
け
国

民
運
動
」
な
ど
食
を
通
じ
て
町
民
の

健
康
づ
く
り
に
寄
与
す
る
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
町
の

行
事
に
も
積
極
的
に
参
加
し
、
マ
ラ

ソ
ン
大
会
で
は
、
４
０
０
食
の
豚
汁

を
作
り
、
高
齢
者
向
け
「
元
気
ア
ッ

プ
教
室
」
で
は
、
指
導
者
と
し
て
大

勢
の
会
員
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
生
活
習
慣
病
や
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
を
予
防
す
る
た

め
の
活
動
を
き
め
細
か
に
展
開
し

「
日
本
一
の
健
康
な
町
づ
く
り
」
の

一
端
を
担
っ
て
く
だ
さ
い
。
今
後
の

ご
活
躍
を
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

明
和
町
食
生
活
改
善
推
進
員

協
議
会
「
南
・
賀
屋
賞
」
受
賞



（６）

　
　
月
　
日
、「
協
働
の
ま
ち
づ
く

１１

１４

り
」
の
成
果
に
感
謝
す
る
た
め
、
恩

田
町
長
か
ら
館
林
商
工
高
校
建
築

科
に
対
し
て
、
感
謝
状
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
町
と
住
民
が
協

働
し
て
魅
力
あ
る
施
策
を
行
う
も

の
で
あ
り
、
今
年
度
は
大
輪
公
園

内
に
縁
台
や
野
外
卓
、
長
椅
子
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
製

作
物
は
教
員
指
導
の
も
と
、
設
計
、

製
作
か
ら
設
置
ま
で
を
生
徒
が
行

い
、
お
よ
そ
４
か
月
か
け
て
製
作

し
た
も
の
で
す
。

　
ま
た
、　

 月
５
日
、
県
総
合
教

１０

育
セ
ン
タ
ー
（
伊
勢
崎
市
）
で
行
わ

れ
た
、
県
内
実
業
系
高
校
の
活
動

発
表
会
「
テ
ク
ノ
フ
ェ
ア
２
０
１

２
」
に
お
い
て
、
商
工
高
校
建
築
科

は
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
成
果

を
発
表
し
、
厳
正
な
審
査
の
結
果
、

２
部
門
に
て
栄
え
あ
る
最
優
秀
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
生
徒
が
製
作
し
た
長
椅
子
や
野

外
卓
等
は
、
大
輪
公
園
内
に
設
置

さ
れ
「
官
学
協
働
」
の
シ
ン
ボ
ル
に

な
り
ま
す
。
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ

い
。

　
ま
た
、
商
工
高
校
建
築
科
に
よ

る
製
作
品
や
制
作
過
程
等
の
写
真

を
、
駅
前
の
「
ま
ち
づ
く
り
情
報
交

流
館
」に
展
示
し
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
情
報
交
流
館

開
館
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
５

時（
土
日
、
祝
日
除
く
）

館林商工高校

　最優秀賞



（７）広報めいわ　平成２４年１２月１０日

受賞おめでとうございます

　　
明
和
町
教
育
委
員
会
で
は
、
次

世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
教
育

に
つ
い
て
、
町
民
全
体
で
推
進
し
、

町
に
お
け
る
教
育
の
充
実
と
発
展

を
図
る
た
め
、
毎
年
　
月
１
日
を

１１

「
明
和
町
教
育
の
日
」と
し
ま
し
た
。

　「
明
和
町
教
育
の
日
」
を
推
進
す

る
に
あ
た
り
、「
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

と
標
語
」
を
募
集
し
ま
し
た
。
こ

ど
も
園
、
各
小
中
学
校
か
ら
、
た

く
さ
ん
の
応
募
を
い
た
だ
き
　
月
１１

１
日
　
記
念
式
典
に
お
い
て
表
彰

（木）

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
な
お
入
賞
者

は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
）

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
部

▼
最
優
秀
賞

明
和
中
学
校
　
篠
木
美
羽
（
一
年
）

▼
優
秀
賞
　

こ
ど
も
園
　
尾
崎
凜
珠
（
年
長
）

こ
ど
も
園
　
西
田
舞
彩
（
年
長
）

東
小
学
校
　
小
倉
広
夢
（
二
年
）

西
小
学
校
　
吉
田
圭
太
朗
（
一
年
）

東
小
学
校
　
小
林
未
奈
（
三
年
）

西
小
学
校
　
坂
本
奈
々
（
四
年
）

東
小
学
校
　
塚
原
麻
里
奈
（
五
年
）

東
小
学
校
　
砂
賀
有
莉
沙
（
六
年
）

明
和
中
学
校
　
藤
林
佑
介
（
二
年
）

明
和
中
学
校
　
新
井
智
貴
（
三
年
）

標
語
の
部

▼
最
優
秀
賞

東
小
学
校
　
小
倉
萌
生
（
五
年
）

▼
優
秀
賞

こ
ど
も
園
　
尾
崎
凜
珠
（
年
長
）

こ
ど
も
園
　
蓮
見
莉
李
（
年
長
）

東
小
学
校
　
羽
鳥
颯
太
（
一
年
）

西
小
学
校
　
小
久
保
美
緒
（
一
年
）

東
小
学
校
　
田
村
り
え
る
（
三
年
）

西
小
学
校
　
飯
田
結
莉
乃
（
四
年
）

東
小
学
校
　
酒
井
瑞
貴
（
六
年
）

西
小
学
校
　
半
谷
歌
恋
（
五
年
）

明
和
中
学
校
　
瀬
山
汐
織
（
一
年
）

明
和
中
学
校
　
須
永
莉
帆
（
三
年
）

　
第
　
回
全
国
中
学
生
人
権
作

３２

文
コ
ン
テ
ス
ト
群
馬
大
会
に
お
い

て
、
明
和
中
学
校
３
年
生
猪
股
桜

子
さ
ん
が
、
県
内
応
募
校
１
２
６

校
、
応
募
総
数
１
６
、
３
０
１
編

の
な
か
か
ら
、
上
毛
新
聞
社
編
集

局
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

「
人
権
を
尊
重
す
る
こ
と
に
つ
い

て
」
の
題
名
で
書
か
れ
た
猪
股
さ

ん
は
、「
夏
休
み
に
足
の
手
術
で
入

院
し
た
病
院
で
会
っ
た
お
ば
あ
さ

ん
と
の
会
話
か
ら
、
相
手
を
思
い

や
る
気
持
を
持
つ
こ
と
が
人
権
を

守
る
こ
と
に
繋
が
る
と
気
づ
き
、

作
文
に
書
き
ま
し
た
。
今
回
群
馬

県
大
会
で
こ
の
よ
う
な
賞
を
戴
き
、

と
て
も
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま

す
。
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　　明和町教育の日

　
　
　
月
　
日
　
、
町
内
在
住
の

１１

１１

（日）

親
子
を
対
象
と
し
て
、
明
和
町
青

少
年
育
成
推
進
員
連
絡
協
議
会

（
明
和
町
青
少
推
）
主
催
の
家
族
交

流
会
（
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
交
流
会
）
が

ふ
る
さ
と
の
広
場
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
の

プ
レ
ー
を
通
じ
て
家
族
の
絆
が
再

確
認
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
町
内
の

青
少
年
健
全
育
成
活
動
が
よ
り
一

層
推
進
さ
れ
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、
参
加
し

た
親
子
の
ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て
、

和
気
あ
い
あ
い
の
雰
囲
気
の
中
終

了
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
家
族
交
流
会
の
開
会
式

で
は
、
東
西
小
学
校
の
児
童
を
対

象
と
し
た
「
ぼ
く
の
ゆ
め
」「
わ
た
し

の
ゆ
め
」
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰

も
行
わ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
絵
画

コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
者
は
次
の
と

お
り
で
す
。　
　
　
    （
敬
称
略
）

「
ぼ
く
の
ゆ
め
」「
わ
た
し
の
ゆ
め
」

絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者

▼
東
小
学
校
（
応
募
総
数
　
名
）

６９

会
長
賞
　
羽
鳥
颯
太
（
一
年
）

優
秀
賞
　
村
田
真
和
都
（
二
年
）・

今
成
新
汰
（
三
年
）
・
奈
良
貴
央

（
四
年
）
・
塚
原
麻
里
奈
（
五
年
）
・

酒
井
恵
（
六
年
）

西
小
学
校
（
応
募
総
数
１
２
１
名
）

会
長
賞
　
関
根
大
就
（
三
年
）

優
秀
賞
　
中
島
梨
沙
（
一
年
）・
中

島
瑠
菜
（
二
年
）
・
本
澤
す
み
れ

（
四
年
）
　
野
中
慈
永
（
五
年
）・
水

野
駆
（
六
年
）

明
和
町
青
少
推
家
族
交
流
会
開
催

　

絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰

　
群
馬
県
大
会
で
上
位
入
賞

　
　
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト



（８）

 ～投票時間は、午前７時から午後７時まで～

第第第第第第第第４４４４４４４４６６６６６６６６第４６回回回回回回回回回 衆衆衆衆衆衆衆衆衆議議議議議議議議院院院院院院院院議議議議議議議議員員員員員員員員総総総総総総総総選選選選選選選選議院議員総選挙挙挙挙挙挙挙挙挙

　解散に伴う衆議院議員選挙の投票日が１２月１６日（日）となりました。選挙は、現在厳しい

社会情勢の中において、我が国の針路に大きな影響を与える重要な選挙です。棄権や違反の

ないよう、責任ある一票を投票しましょう。

投票日は１２月１６日（日）

纂
投
票
で
き
る
か
た

　
　
歳
以
上
（
平
成
４
年
　
月
　

２０

１２

１７

日
以
前
に
生
ま
れ
た
か
た
）
で
 、

平
成
　
年
９
月
３
日
ま
で
に
町

２４

に
住
民
登
録
を
さ
れ
、
引
き
続
き

町
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ

れ
て
い
る
か
た
で
す
。

纂
投
票
時
間

午
前
７
時
～
午
後
７
時

※
迅
速
な
開
票
結
果
の
伝
達
な

ど
の
理
由
か
ら
投
票
終
了
時
刻

を
１
時
間
繰
り
上
げ
（
午
後
８
時

を
午
後
７
時
に
変
更
）
し
ま
す
。

纂
投
票
の
順
序
お
よ
び
種
類

①
衆
議
院
小
選
挙
区
選
出
議
員

選
挙

②
衆
議
院
比
例
代
表
選
出
議
員

選
挙

③
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審

　
査

纂
投
票
す
る
と
こ
ろ

　
入
場
券
に
記
載
し
て
あ
り
ま

す
の
で
確
認
の
う
え
、
入
場
券
を

忘
れ
ず
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
入
場
券
が
、
１
枚
の
ハ
ガ

キ
に
ご
家
族
４
人
ま
で
の
入
場

券
が
郵
送
さ
れ
ま
す
の
で
、
該
当

す
る
入
場
券
を
切
り
取
っ
て
投

票
所
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

纂
開
票

　
開
票
は
、　

月
　
日
　
の
午
後

１２

１６

（日）

８
時
か
ら
役
場
３
階
第
１
会
議

室
で
行
い
ま
す
。

　
投
票
日
に
仕
事
や
旅
行
、
レ

ジ
ャ
ー
、
冠
婚
葬
祭
等
の
予
定
が

あ
っ
て
投
票
に
行
け
な
い
か
た

は
　
月
　
日
　
ま
で
期
日
前
投

１２

１５

（土）

票
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

纂
投
票
時
間

午
前
８
時
　
分
～
午
後
８
時
　

３０

纂
投
票
す
る
と
こ
ろ

町
民
プ
ラ
ザ
（
役
場
１
階
）

※
期
日
前
投
票
や
入
場
券
が
届

い
て
い
な
い
等
の
問
い
合
わ
せ

は
、
町
選
挙
管
理
委
員
会
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

町
選
挙
管
理
委
員
会
（
役
場
総
務

課
内
　
内
線
２
１
３
）
へ
。

投票に行こう鎧

 第22回最高裁判所裁判官国民審査

投票所投票区域投票区名

 下江黒集荷所  斗合田・下江黒第１投票区

 東小学校体育館
  上江黒・千津井・江口・ 

　田島
第２投票区

 中央公民館講堂  新里・中谷・梅原第３投票区

 南大島農構改善
 センター

  南大島第４投票区

 大輪公民館  大輪第５投票区

 西小学校体育館  川俣・須賀第６投票区

 大佐貫東光寺  入ケ谷・矢島・大佐貫第７投票区

投票所を確認してね

投票用紙

◎各投票所

期
日
前
投
票



（９）広報めいわ　平成２４年１２月１０日

　
役
場
は
、　

月
　
日
　
～
平
成

１２

２９

（土）

　
年
１
月
３
日
　
の
間
、
休
み
と

２５

（木）

な
り
ま
す
。
手
続
き
や
届
出
等
は
、

早
め
に
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
窓
口
業
務
や
ご
み
収

集
・
し
尿
く
み
取
り
な
ど
の
各
業

務
、
主
な
施
設
は
次
の
と
お
り
に

な
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

【
役
場
窓
口
事
務
】

猿
年
末
　
　
月
　
日
　
ま
で

１２

２８

（金）

猿
年
始
　
１
月
４
日
　
か
ら

（金）

　
出
生
届
や
死
亡
届
、
婚
姻
届
な
ど

の
戸
籍
届
出
は
、
休
み
の
期
間
中

（
役
場
西
側
の
入
り
口
）
で
も
受
け

付
け
し
ま
す
。

住
民
福
祉
課
　

　
　
　
　
　
　
山
　
・
３
１
１
１

８４

【
中
央
公
民
館
】

猿
年
末
　
　
月
　
日
　
ま
で

１２

２８

（金）

猿
年
始
　
１
月
４
日
　
か
ら

（金）

中
央
公
民
館
　

　
　
　
　
　
　
山
　
・
４
４
９
１

８４

【
社
会
体
育
館
】

猿
年
末
　
　
月
　
日
　
ま
で

１２

２８

（金）

猿
年
始
　
１
月
４
日
　
か
ら

（金）

社
会
体
育
館
　

　
　
　
　
　
　
山
　
・
４
６
２
６

８４

【
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
】

猿
年
末
　
　
月
　
日
　
ま
で

１２

２６

（水）

猿
年
始
　
１
月
５
日
　
か
ら

（土）

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
山
　
・
４
９
２
６

８４

【
社
会
福
祉
会
館
】

猿
年
末
　
　
月
　
日
　
ま
で

１２

２５

（火）

猿
年
始
　
１
月
５
日
　
か
ら

（土）

社
会
福
祉
会
館
　

　
　
　
　
　
　
山
　
・
３
３
０
１

９１

【
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
・
図
書

館
】

猿
年
末
　
　
月
　
日
　
ま
で

１２

２７

（木）

猿
年
始
　
１
月
５
日
　
か
ら

（土）

ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
・
図
書
館

　
　
　
　
　
　
山
　
・
５
５
５
５

８４

【
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
】

猿
年
末
　
　
月
　
日
　
ま
で

１２

27

（木）

猿
年
始
　
１
月
５
日
　
か
ら

（土）

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
　

　
　
　
　
　
　
山
　
・
５
５
１
１

８４

※
詳
し
く
は
、
各
施
設
に
お
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。

年
末
年
始
の
ご
み
収
集
等

【
可
燃
ご
み
の
収
集
】

猿
年
末
　
　
月
　
日
　
ま
で

１２

３１

（月）

※
年
末
の
　
日
　
日
は
、
可
燃
ご

２６

（水）

み
の
特
別
収
集
を
行
い
ま
す
の
で

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

猿
年
始
　
１
月
４
日
　
か
ら

（金）

※
年
末
年
始
の
可
燃
ご
み
収
集
は
、

大
掃
除
等
に
よ
る
大
量
の
ご
み
が

予
想
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
た
め
収
集
ル
ー
ト
等
が
大

き
く
変
更
に
な
る
た
め
、
各
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
収
集
時
間
が
大

幅
に
変
更
に
な
り
ま
す
。
必
ず
朝

８
時
　
分
ま
で
に
ご
み
を
出
す
よ

３０

う
に
し
て
、
回
収
後
に
ご
み
を
出

さ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
資
源
ご
み
に
つ
き
ま
し

て
は
分
別
を
徹
底
し
て
可
燃
ご
み

の
減
量
化
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

環
境
水
道
課
　
　

　
　
　
　
　
　
山
　
・
３
１
１
１

８４

【
粗
大
ご
み
収
集
】

猿
　
月
　
日
　

１２

２３

（日）

　
　
月
は
、
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま

１２
す
の
で
時
間
に
余
裕
を
持
っ
て
搬

入
し
て
く
だ
さ
い
。

 ※
小
型
家
電
製
品
に
つ
き
ま
し

て
は
４
月
よ
り
、
も
っ
た
い
な
い

館
、
お
よ
び
同
東
館
で
回
収
し
て

お
り
ま
す
。

【
資
源
ご
み
収
集
】

（
も
っ
た
い
な
い
館
お
よ
び
同
東

館
）

■
年
末
　
　
月
　
日
　
ま
で

１２

２８

（金）

■
年
始
　
１
月
４
日
　
か
ら

（金）

※
収
集
時
間
は
、
午
前
９
時
か
ら

午
後
１
時
ま
で
で
す
。

環
境
水
道
課

  　
　
　
　
　
  山
　
・
３
１
１
１
 

８４

【
し
尿
く
み
取
り
】

■
年
末
　
　
月
　
日
　
ま
で

１２

２８

（金）

■
年
始
　
１
月
４
日
　
か
ら

（金）

  　
大
朏
興
業
　

（有）
　
　
　
　
　
　
山
　
・
４
１
８
６
 

７３

皿
役
場
等
年
末
年
始
の
業
務
の
お
知
ら
せ
  山
　
・
３
１
１
１

８４

　
町
の
特
産
「
シ
ク
ラ
メ
ン
」

を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
時
期
、
町
の
特
産
で

あ
る
シ
ク
ラ
メ
ン
が
一
斉
に

花
を
咲
か
せ
ま
す
。
冬
の
鉢

物
と
し
て
親
し
ま
れ
て
お
り
、

春
先
ま
で
楽
し
め
ま
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
情
報
交
流
館

に
て
展
示
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

猿
展
示
期
間
　
　
月
　
日
　

１２

１０

（月）

～
 平
成
　
年
３
月
　
日
　

２５

２９

（金）

【
ま
ち
づ
く
り
情
報
交
流
館
】

猿
開
館
時
間
　
午
前
９
時
～

午
後
５
時
（
土
・
日
、
祝
日

除
く
）

猿
連
絡
先
　
山
　
・
１
１
８
１

８４

猿
場
所
　
川
俣
駅
前
ミ
コ
ズ

ビ
ル
１
階
（
明
和
町
中
谷
１

２
４
番
地
）

猿
主
な
業
務

・
川
俣
駅
周
辺
地
域
整
備
事
業
に

お
け
る
情
報
交
流
お
よ
び
情
報

発
信

・
各
種
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
広
報
紙

等
の
掲
示
お
よ
び
配
布

・
地
元
特
産
物
お
よ
び
開
発
商
品

の
Ｐ
Ｒ

・
明
和
町
ご
み
収
集
指
定
袋
の
引

換
※
詳
し
く
は
、都
市
計
画
課（
山
　
・
８４

3
1
1
1
　
内
線
1
3
2
）へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
ま
ち
づ
く
り
情
報
交
流
館
」

　
　
　
　
か
ら
の
お
知
ら
せ
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（１０）

　
年
末
年
始
に
漏
水
や
故
障

が
発
生
し
た
際
は
、
次
の
工
事

店
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

【
年
末
年
始
当
番
業
者
】

平
成
　
年
　
月
　

２４

１２

　
日
　
　
石
崎
水
道
工
業
所

２９

（土）

　
山
　
・
４
１
４
７

８４

　
日
　
　
㈱
大
川
工
業

３０

（日）

　
山
　
・
０
７
２
１

７３

　
日
　
　
島
田
設
備
工
業
㈲

３１

（月）

　
山
　
・
３
２
８
２

８４

平
成
　
年
１
月
　

２５

１
日
　
　
冨
塚
水
道
工
業
所

（火）

　
山
　
・
３
２
４
７

８４

２
日
　
　
松
本
水
道
設
備
　

（水）

　
山
　
・
２
８
３
９

８４

３
日
　
　
石
崎
水
道
工
業
所

（木）

　
山
　
・
４
１
４
７

８４

６
日
　
　
㈱
大
川
工
業
　

（日）

　
山
　
・
０
７
２
１

７３

　
日
　
　
島
田
設
備
工
業
㈲

１３

（日）

　
山
　
・
３
２
８
２

８４

　
日
　
　
冨
塚
水
道
工
業
所

１４

（月）

　
山
　
・
３
２
４
７

８４

　
日
　
　
松
本
水
道
設
備
　

２０

（日）

　
山
　
・
２
８
３
９

８４

　
日
　
　
石
崎
水
道
工
業
所

２７

（日）

　
山
　
・
４
１
４
７

８４

※
詳
し
く
は
、
環
境
水
道
課

（
内
線
１
７
３
）

水
道
の
故
障
は

町
指
定
工
事
店
へ
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認
定
長
期
優
良
住
宅
の

固
定
資
産
税
減
額
の
申

告
も
お
忘
れ
な
く

　
認
定
長
期
優
良
住
宅
を
新
築
さ

れ
た
か
た
で
、
固
定
資
産
税
の
減

額
措
置
を
適
用
す
る
た
め
に
は
、

申
告
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
該
当

さ
れ
る
か
た
は
税
務
課
へ
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。

【
対
象
と
な
る
家
屋
（
住
宅
）】 
   

①
今
年
中
（
平
成
　
年
１
月
１
日

２４

～
　
月
　
日
の
間
）
に
長
期
優
良

１２

３１

住
宅
普
及
の
促
進
に
関
す
る
法
律

に
基
づ
き
、
行
政
庁
の
認
定
を
受

け
て
新
築
さ
れ
た
住
宅
。

②
居
住
部
分
の
割
合
が
全
体
の
２

分
の
１
以
上
（
併
用
住
宅
の
場
合
）

③
住
宅
面
積
が
　
㎡
以
上
２
８
０

５０

㎡
以
下

【
減
額
内
容
】

　
新
築
後
５
年
間
、
住
宅
部
分
の

１
２
０
㎡
分
を
限
度
と
し
て
、
家

屋
の
固
定
資
産
税
が
２
分
の
１
に

減
額
さ
れ
ま
す
（
３
階
以
上
の
中

高
層
耐
火
住
宅
は
新
築
後
７
年

間
）
１
２
０
㎡
を
超
え
る
部
分
に

つ
い
て
は
減
額
さ
れ
ま
せ
ん
。

【
申
告
方
法
】

　
認
定
長
期
優
良
住
宅
に
対
す
る

固
定
資
産
税
減
額
申
告
書
に
認
定

通
知
書
（
主
管
行
政
庁
か
ら
発
行
）

の
写
し
を
添
付
し
、
平
成
　
年
１

２５

月
　
日
　
ま
で
に
税
務
課
へ
申
告

３１

（木）

し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
税
務
課
（
内
線
１
１

３
）
へ
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

滅
失
の
届
出
は
お
済
み

で
す
か

　
平
成
　
年
中
に
家
屋
（
建
物
）
の
 

２４

滅
失
（
取
り
壊
し
）
を
さ
れ
た
か

た
は
、
平
成
　
年
１
月
　
日
　
ま

２５

３１

（木）

で
に
税
務
課
へ
届
出
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
ま
た
、
家
屋
を
新
築
さ
れ
た
か

た
で
、
ま
だ
家
屋
調
査
が
お
済
み

で
な
い
か
た
は
、
お
早
め
に
税
務

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
税
務
課
（
内
線
１
１

３
）
へ
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

冬
の
青
少
年
健
全
育
成

運
動
が
行
わ
れ
ま
す

　
冬
の
青
少
年
健
全
育
成
運
動
が

　
月
　
日
　
～
平
成
　
年
１
月
　

１２

１５

（土）

２５

３１

日
　
ま
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

（木）

　
冬
休
み
を
迎
え
る
子
ど
も
た
ち

が
健
や
か
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
、

家
庭
や
地
域
で
見
守
り
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先
　
生
涯
学
習
課
（
山
　
・
８４

４
４
９
１
）
へ
。

故
郷
で
成
人
式
に
参
加

し
ま
し
ょ
う

　
町
で
は
平
成
　
年
度
成
人
式
を

２４

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

と
　
き
　
平
成
　
年
１
月
　
日
　

２５

１３

（日）

午
前
９
時
　
分
受
付
開
始
　
午
前

３０

　
時
開
式

１０と
こ
ろ
　
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館

対
象
者
　
平
成
４
年
４
月
２
日
～

平
成
５
年
４
月
１
日
ま
で
の
生
ま

れ
で
、
本
町
に
住
民
登
録
し
て
い

る
か
た
、
並
び
に
本
町
出
身
で
本

人
よ
り
申
し
出
が
あ
っ
た
か
た

問
合
せ
先
　
生
涯
学
習
課
（
山
　
・
８４

４
４
９
１
）
へ
。

き
れ
い
な
水
環
境
に
ご

協
力
く
だ
さ
い

浄
化
槽
を
お
使
い
の
か
た

　
浄
化
槽
を
使
用
し
て
い
る
か
た

に
は
次
の
定
期
的
な
維
持
管
理
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
必

ず
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
浄
化
槽
を
不
適
正
の
ま
ま
放
置

す
る
と
、
使
用
停
止
な
ど
罰
則
規

定
の
適
用
も
あ
り
ま
す
。

保
守
点
検
　
定
期
的
に
機
器
の
点

検
、
調
整
、
補
修
や
消
毒
薬
の
補

給
等
を
し
ま
す
。
群
馬
県
に
登
録

さ
れ
た
保
守
点
検
業
者
に
委
託
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

清
掃
　
年
１
回
、
溜
ま
っ
た
カ
ス

な
ど
を
き
れ
い
に
掃
除
し
ま
す
。

明
和
町
の
許
可
し
た
清
掃
業
者
に

委
託
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

法
定
検
査
（
　
条
）　
毎
年
１
回
、

１１

浄
化
槽
が
適
正
に
管
理
さ
れ
、
正

常
に
機
能
し
て
い
る
か
確
認
す
る

検
査
で
す
。

汲
み
取
り
槽
を
お
使
い
の
か
た

●
清
掃

　
定
期
的
に
溜
ま
っ
た
汚
物
を
汲

み
取
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
雑
排
槽
の
清
掃

（
単
独
浄
化
槽
・
汲
み
取
り
槽
）

　
雑
排
槽
は
、
定
期
的
に
汚
物
の

除
去
の
た
め
の
汲
み
取
り
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

※
浄
化
槽
・
雑
排
槽
・
し
尿
の
清

掃
業
者
は
「
可
燃
物
（
燃
え
る
ご

み
）
の
出
し
か
た
」
に
記
載
し
て

あ
り
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

【
浄
化
槽
管
理
全
般
に
つ
い
て
】

群
馬
県
東
部
環
境
事
務
所
廃
棄
物

係
（
山
　
・
２
５
１
７
）
へ
。

３１

【
浄
化
槽
の
法
定
検
査
に
つ
い
て
】

　
群
馬
県
環
境
検
査
事
業
団
（
山

（財）０
２
７
・
２
３
７
・
５
１
１
１
）
へ
。

環
境
水
道
課
環
境
保
全
係
（
内
線

１
７
２
）
へ
。
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（１１）広報めいわ　平成２４年１２月１０日

国
民
年
金
保
険
料
は
納

付
期
限
ま
で
に
納
め
ま

し
ょ
う

　
平
成
　
年
度
の
国
民
年
金
保
険

２４

料
は
、
月
額
１
４
、
９
８
０
円
で

す
。
納
付
期
限
は
、
納
付
対
象
月

の
翌
月
末
日
（
翌
月
末
日
が
休
日

の
場
合
は
、
翌
営
業
日
）
で
す
の

で
、
納
付
期
限
ま
で
に
忘
れ
ず
納

め
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
保
険
料
の
納
付
は
、
口

座
振
替
の
「
早
割
（
は
や
わ
り
）」
が

お
得
で
便
利
で
す
。
口
座
振
替
の

指
定
日
を
納
付
期
限
よ
り
１
か
月

早
め
る
こ
と
に
よ
り
、
保
険
料
が

１
か
月
当
た
り
　
円
割
引
に
な
り

５０

ま
す
。
納
め
忘
れ
の
心
配
も
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　
口
座
振
替
を
希
望
さ
れ
る
か
た

は
、
①
預
貯
金
通
帳
、
②
預
貯
金

通
帳
届
出
印
、
③
基
礎
年
金
番
号

が
分
か
る
も
の
（
年
金
手
帳
、
国

民
年
金
保
険
料
納
付
書
等
）
を
持

参
の
う
え
、
役
場
ま
た
は
金
融
機

関
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
健
康
づ
く
り
課
（
内

線
１
２
５
）
へ
。

要
介
護
認
定
者
の
「
障

害
者
控
除
対
象
者
認
定

書
」
の
交
付

　
所
得
税
法
お
よ
び
地
方
税
法
で

は
、
納
税
者
本
人
や
扶
養
す
る
親

族
が
障
害
者
に
認
定
さ
れ
て
い
る

場
合
に
は
、
一
定
の
金
額
が
所
得

か
ら
控
除
さ
れ
る
制
度
が
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。　

　
町
で
は
、
介
護
保
険
の
要
介
護

認
定
を
受
け
て
い
る
　
歳
以
上
の

６５

高
齢
者
で
、
認
知
症
や
身
体
上
の

障
害
が
一
定
の
基
準
に
該
当
す
る

か
た
に
対
し
て
、
確
定
申
告
で
障

害
者
控
除
を
受
け
る
た
め
の
「
障

害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」
を
交

付
し
ま
す
。

　
申
告
の
際
に
認
定
書
が
必
要
な

か
た
は
、
健
康
づ
く
り
課
へ
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

※
身
体
障
害
者
手
帳
等
の
交
付
を

受
け
て
い
る
か
た
は
、
そ
の
手
帳

に
よ
り
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
の

で
、
申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
合
せ
先
　
健
康
づ
く
り
課
（
内

線
１
２
２
）
へ
。

「
ウ
サ
ギ
の
着
ぐ
る
み
」

貸
し
出
し
ま
す

　
今
年
町
の
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
活
躍
し
た
、
か

わ
い
い
「
ウ
サ
ギ
の
着
ぐ
る
み
」

（
写
真
）
の
貸
し
出
し
を
し
ま
す
。

子
供
会
、
学
校
、
地
域
の
イ
ベ
ン

ト
等
に
大
い
に
利
用
し
て
く
だ
さ

い
。

問
合
せ
先
　
住
民
福
祉
課
　
福
祉

係
（
内
線
１
４
４
）
へ
。

被
災
地
の
子
ど
も
達
に

贈
ろ
う

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
は
千
津
井

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
と
協
働

で
、
東
日
本
大
震
災
に
遭
っ
た
子

ど
も
た
ち
に
服
を
贈
り
、
入
学
式

に
着
て
も
ら
う
事
業
を
行
い
ま
す
。

　
お
子
さ
ん
の
小
学
１
年
生
入
学

時
に
着
用
し
た
服
、
タ
ン
ス
の
奥

に
し
ま
い
込
ま
れ
た
不
要
の
も
の

を
贈
り
ま
せ
ん
か
。

   町
社
協
で
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
し
て
、

被
災
地
に
贈
り
ま
す
。

問
合
せ
先
　
明
和
町
社
会
福
祉
協

議
会
（
山
　
・
４
０
１
３
）
へ
。

８４

お
買
い
物
の
代
行
サ
ー

ビ
ス
実
施
中

　
買
い
物
（
食
料
品
・
日
用
品
・

雑
貨
等
）
で
お
困
り
の
か
た

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
町

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
の
協

力
を
得
て
、
１
回
に
つ
き
１
０
０

円
で
代
行
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
す
。

　
会
員
登
録
し
て
注
文
す
る
と
お

宅
ま
で
配
達
し
ま
す
。　

毎
週
水
曜
日
　
ご
用
聞
き

毎
週
金
曜
日
　
配
達

問
合
せ
先
　
明
和
町
社
会
福
祉
協

議
会
（
山
　
・
４
０
１
３
）
へ
。

８４

  
募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募

集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集

しししししししししししししししししししししししししししししし

まままままままままままままままままままままままままままままま

募
集
し
ま

すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす
  

海
洋
セ
ン
タ
ー
新
年
初

泳
ぎ
無
料
開
放

新
年
初
泳
ぎ

と
　
き
　
平
成
　
年
１
月
５
日
　

２５

（土）

開
放
時
間
　
午
前
　
時
～
正
午
、

１０

午
後
１
時
～
午
後
４
時
、
午
後
５

時
～
午
後
９
時
　
　
　

対
象
者
　
全
利
用
者

問
合
せ
先
　
海
洋
セ
ン
タ
ー
（
山

　
・
５
５
１
１
）
へ
。

８４音
楽
療
法
教
室
参
加
者

募
集

　「
音
楽
療
法
教
室
」
を
開
催
し
ま

す
。
身
近
な
「
音
楽
」
で
介
護
予

防
・
健
康
づ
く
り
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
　
き
　
平
成
　
年
１
月
９
日
　
、

２５

（水）

　
日
　
、
２
月
　
日
　
、　

日
　

２３

（水）

１３

（水）

２６

（火）

午
前
　
時
～
午
前
　
時
　
分
　

１０

１１

３０

と
こ
ろ
　
 社
会
福
祉
会
館

対
　
象
　
 　
歳
以
上
の
か
た

５５

内
　
容
　
 昔
親
し
ん
だ
歌
謡
曲

や
学
校
で
習
っ
た
唱
歌
・
童
謡
等

の
歌
唱
や
簡
単
な
打
楽
器
等
を

使
っ
て
音
楽
に
親
し
み
ま
す
。

講
　
師
　
猪
之
良
高
明
さ
ん
（
ド

レ
ミ
サ
ポ
ー
ト
ハ
ウ
ス
所
長
・
音

楽
療
法
士
）

定
　
員
　
　
人
程
度
（
先
着
順
）

２０

参
加
費
　
無
料

申
込
・
問
合
せ
先
　
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
（
内
線
１
２
６
）
へ
。

ス
キ
ー
教
室

と
　
き
　
平
成
　
年
１
月
　
日
　

２５

２７

（日）

と
こ
ろ
　
か
た
し
な
高
原
ス
キ
ー

場参
加
資
格
　
町
内
在
住
・
在
勤
者

（
小
学
生
以
下
は
、
保
護
者
同
伴
）

募
集
人
員
　
　
人
４０

参
加
費
　
２
、
０
０
０
円

申
込
開
始
　
　
月
　
日
　
　
午
前

１２

２２

（土）

　
時
～
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切

１０ま
す
）

申
込
方
法
　
社
会
体
育
館
へ
直
接

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
    社
会
体
育
館
（
山
　
・
８４

４
６
２
６
）
へ
。
　
　
　
　
　

皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
登
録
し
て

く
だ
さ
い

◎
メ
ー
ル
配
信
＠
め
い
わ

　
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
の
メ
ー

ル
機
能
を
利
用
し
た
、
防
犯
・
防

災
・
緊
急
・
町
の
情
報
の
配
信
を

行
っ
て
い
ま
す
。
登
録
は
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お
願
い
し
ま

す
。

問
合
せ
先
　
総
務
課
（
内
線
２
１

４
）
へ
。
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（１２）

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

隔

広
島
・
長
崎
・
沖
縄
で
平

和
研
修
を
し
て
み
ま
せ

ん
か

　
町
教
育
委
員
会
で
は
、
平
和
研

修
派
遣
事
業
の
参
加
者
を
募
集
し

ま
す
。

と
　
き
　
冬
休
み
等
の
期
間
中
に
、

参
加
者
各
自
で
計
画

研
修
先
　
広
島
、
長
崎
、
沖
縄
（
半

日
以
上
研
修
）

対
　
象
　
町
内
在
住
の
小
学
生
・

中
学
生
・
高
校
生
（
た
だ
し
、
中

学
生
以
下
は
、　

歳
以
上
の
保
護

１８

者
等
の
引
率
が
必
要
）

負
担
額
（
一
人
あ
た
り
）

小
学
生
　
　
　
　
　
２
万
円
以
内

中
学
生
・
高
校
生
　
４
万
円
以
内

内
　
容
　
平
和
施
設
等
の
研
修

申
込
方
法
　
出
発
２
週
間
前
ま
で

に
学
校
教
育
課
に
参
加
申
込
書
を

提
出
す
る

問
合
せ
先
　
学
校
教
育
課
（
内
線

２
４
３
）
へ
。　

平
成
　
年
度
奨
学
生
を

２５

募
集
し
ま
す

　
町
で
は
、
進
学
の
意
欲
と
能
力

を
有
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
経

済
的
理
由
に
よ
り
、
高
等
学
校
以

上
の
学
校
へ
進
学
が
困
難
な
か
た

を
対
象
に
奨
学
金
を
貸
与
し
ま
す
。

貸
与
資
格

毅
町
内
に
１
年
以
上
居
住
す
る
世

帯
の
子
弟

毅
品
行
方
正
で
進
学
の
意
欲
と
能

力
を
有
す
る
か
た

毅
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
学
資
支

出
の
困
難
な
子
弟
（
所
得
制
限
あ
り
）

※
た
だ
し
、
出
身
学
校
長
ま
た
は

在
学
学
校
長
が
適
当
と
認
め
、
推

薦
し
た
か
た
で
す
。

貸
 与
 額

毅
高
等
学
校
に
在
学
す
る
か
た
　

月
額
１
万
円
以
内

毅
高
等
専
門
学
校
に
在
学
す
る
か

た
　
月
額
２
万
円
以
内

毅
大
学
に
在
学
す
る
か
た
　
月
額

４
万
円
以
内

申
込
期
限
　
１
月
　
日
　

３１

（木）

申
込
方
法
　
指
定
の
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
学
校
教
育

課
へ
直
接
申
し
込
む
（
指
定
用
紙

は
、
学
校
教
育
課
に
あ
り
ま
す
）

問
合
せ
先
　
学
校
教
育
課
（
内
線

２
４
３
）
へ
。　
　

書
き
初
め
作
品
を
公
募

し
ま
す

作
品
の
区
分
は
次
の
と
お
り
で
す
。

公
募
作
品
の
題
字

算
小
学
生
の
部

１
年
生
 …
 つ
げ
の
木
と
き
く
の

花
。（
句
点
ま
で
書
き
ま
す
）

２
年
生
 …
 み
ん
な
で
明
る
い
町

づ
く
り
。（
句
点
ま
で
書
き
ま
す
）

◎
 小
学
校
１
・
２
年
生
の
用
紙
は

指
定
用
紙
と
な
り
ま
す
。
書
体
は

楷
書
で
、
え
ん
ぴ
つ
（
　
以
上
）

２B

を
使
用
し
て
く
だ
さ
い

３
年
生
 …
 き
れ
い
な
町

４
年
生
 …
 文
化
の
町

５
年
生
 …
 美
し
い
町

６
年
生
 …
 福
祉
の
町

算
中
学
生
の
部
 …
 明
る
い
家
庭

◎
小
学
校
３
年
生
 ～
 中
学
生
の

用
紙
は
、
条
幅
《
県
版
》
で
す
。

　
書
体
は
小
学
生
は
楷
書
、
中
学

生
は
楷
書
も
し
く
は
行
書
で
、
毛

筆
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い

算
高
校
・
一
般
の
部
 …
 美
し
い
環

境◎
 高
校
・
一
般
の
部
の
用
紙
は
、

条
幅
《
半
切
》
で
す
。
書
体
は
楷

書
も
し
く
は
行
書
で
、
毛
筆
を
使

用
し
て
く
だ
さ
い
。

※
 指
定
用
紙
は
中
央
公
民
館
窓
口

に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。（
１
人

５
枚
）
指
定
用
紙
以
外
の
用
紙
に

つ
い
て
は
、
各
自
用
意
を
お
願
い

し
ま
す
。

募
集
期
間
　
平
成
　
年
１
月
４
日

２５

　
～
１
月
　
日
　

（金）

２０

（日）

応
募
方
法
　
中
央
公
民
館
へ
作
品

を
持
参
し
、
申
し
込
む

問
合
せ
先
　
中
央
公
民
館
（
山
　
・
８４

４
４
９
１
）
へ
。

１
月
　
日
は

１０

「
１
１
０
番
の
日
」で
す

　
１
１
０
番
通
報
は
緊
急
の
事

件
・
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
の

緊
急
電
話
で
す
。

　
相
談
や
照
会
は
、
館
林
警
察
署

ま
た
は
＃
９
１
１
０
に
お
か
け
く

だ
さ
い
。

　
１
１
０
番
通
報
は
、
す
べ
て
群

馬
県
警
察
本
部
に
つ
な
が
り
ま
す
。

１
１
０
番
通
報
の
ポ
イ
ン
ト

①
何
が
あ
っ
た
か
　
②
ど
こ
で

あ
っ
た
か
　
③
い
つ
あ
っ
た
か
を

正
し
く
知
ら
せ
て
頂
く
こ
と
が
事

件
事
故
の
解
決
の
決
め
手
に
な
り

ま
す
。

問
合
せ
先
　
館
林
警
察
署
（
山
　
・
７５

０
１
１
０
）
へ
。

人
材
を
募
集
し
ま
す

　
板
倉
町
に
立
地
し
て
い
る
企
業

（
食
品
製
造
業
）
に
お
い
て
、
次
の

と
お
り
、
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
の

募
集
を
行
い
ま
す
。

　
興
味
の
あ
る
か
た
は
、
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

勤
務
場
所
　
板
倉
町
内

勤
務
内
容
　
外
食
用
食
材
お
よ
び

冷
凍
食
品
製
造
（
加
工
、
検
品
、

包
装
等
）
補
助
等
　

時
　
給
　
７
５
０
円
～
８
５
０
円

問
合
せ
先
　
板
倉
町
役
場
産
業
振

興
課
（
山
　
・
４
０
４
０
）
へ
。

７０
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���
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（１３）広報めいわ　平成２４年１２月１０日

　
  寄
 附
 採
 納

　
群
馬
県
ゴ
ル
フ
連
盟

                        館
林
支
部

　
　
月
　
日
、
群
馬
県
ゴ
ル

１０

３１

フ
連
盟
館
林
支
部
は
、
福
祉

向
上
の
資
金
と
し
て
５
０
、

０
０
０
円
を
寄
附
さ
れ
ま
し

た
。

大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大

会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結

大
会
結

果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果
（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（

敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬

称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称

略略略略略略略略略略略略略略略略略略略略略略略略略略略略略略

（

敬

称

略

）））））））））））））））））））））））））））））））

                                    

第
　
回
秋
季
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

５８
優
　
勝
　
キ
ャ
ッ
ツ
愛

準
優
勝
　
ク
ィ
ー
ン
ズ

第
　
回
明
和
町
近
県
親
善
ソ
フ
ト

１５
ボ
ー
ル
大
会

優
　
勝
　
上
本
ク
ラ
ブ（
伊
勢
崎

市
）

準
優
勝
　
Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ（
高
崎
市
）

第
３
位
　
植
木
Ｓ
Ｃ（
熊
谷
市
）

第
３
位
　
花
園
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

（
深
谷
市
）　
　

入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入

札札札札札札札札札札札札札札札札札札札札札札札札札札札札札札

結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結

入
札
結

果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果
（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（

敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬

称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称

略略略略略略略略略略略略略略略略略略略略略略略略略略略略略略

（

敬

称

略

）））））））））））））））））））））））））））））））

▼
環
境
水
道
課

　
年
度
明
和
町
公
共
下
水
道
事
業
枝

２４線
管
渠
築
造
工
事
（
　－

　－

５
工

２４

１４

区
・
そ
の
２
）

場
　
所
　
　
田
島
地
内

予
定
価
格
　
８
１
９
万
円
　

落
札
価
格
　
７
９
０
万
円

業
　
者
　
真
仁
田
土
建
㈱

　
年
度
明
和
町
公
共
下
水
道
事
業
枝

２４線
管
渠
築
造
工
事
（
　－

　－

　
工

２４

１５

１５

区
・
そ
の
２
）

場
　
所
　
　
矢
島
地
内

予
定
価
格
　
８
３
０
万
円
　

落
札
価
格
　
７
７
０
万
円

業
　
者
　
真
仁
田
土
建
㈱

　
年
度
明
和
町
公
共
下
水
道
事
業
枝

２４管
渠
築
造
工
事
（
　－

　－

３
工
区
）

２４

１４

場
　
所
　
　
田
島
地
内

予
定
価
格
　
１
、
４
３
８
万
円
　

落
札
価
格
　
１
、
３
２
０
万
円

業
　
者
　
柳
瀬
建
設
㈱

　
年
度
明
和
町
公
共
下
水
道
事
業
枝

２４線
管
渠
築
造
工
事
（
　－

　－
　
工

２４

１５

１２

区
）

場
　
所
　
　
大
佐
貫
地
内

予
定
価
格
　
１
、
７
２
５
万
円
　

落
札
価
格
　
１
、
６
５
０
万
円

業
　
者
　
真
仁
田
土
建
㈱

　
年
度
明
和
町
公
共
下
水
道
事
業
枝

２４線
管
渠
築
造
工
事
（
　－

　－

　
工

２４

１５

１５

区
・
そ
の
３
）

場
　
所
　
　
矢
島
地
内

予
定
価
格
　
１
、
７
７
７
万
円
　

落
札
価
格
　
１
、
６
５
０
万
円

業
　
者
　
真
仁
田
土
建
㈱

　
年
度
明
和
町
公
共
下
水
道
事
業
枝

２４線
管
渠
築
造
工
事
（
　－

　－

６
工

２４

１４

区
・
そ
の
１
）

場
　
所
　
　
田
島
地
内

予
定
価
格
　
１
、
７
７
８
万
円
　

落
札
価
格
　
１
、
２
８
０
万
円

業
　
者
　
本
田
建
設
㈱

▼
経
済
建
設
課

　
年
度
単
独
公
共
町
道
　
号
線
歩
道

２４

１４

設
置
工
事

場
　
所
　
　
大
佐
貫
地
内

予
定
価
格
　
１
、
０
９
３
万
円
　

落
札
価
格
　
１
、
０
０
５
万
円

業
　
者
　
㈲
明
石
工
業

　
年
度
単
独
公
共
町
道
３－

１
７
０

２４号
線
　
側
溝
整
備
工
事

場
　
所
　
　
大
佐
貫
地
内

予
定
価
格
　
７
７
６
万
円
　

落
札
価
格
　
７
１
３
万
円

業
　
者
　
㈲
明
石
工
業

　
年
度
単
独
公
共
町
道
２－

２
５
６

２４号
線
外
１
線
　
舗
装
新
設
工
事

場
　
所
　
　
中
谷
地
内

予
定
価
格
　
１
３
６
万
円
　

落
札
価
格
　
１
２
０
万
円

業
　
者
　
荒
井
建
設
㈱

　
年
度
単
独
公
共
町
道
　
号
線
外
２

２４

６２

線
　
舗
装
補
修
工
事

場
　
所
　
　
川
俣
外
２
地
内

予
定
価
格
　
５
９
４
万
円
　

落
札
価
格
　
５
４
０
万
円

業
　
者
　
荒
井
建
設
㈱

　
年
度
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

２４　
明
和
町
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計
画

策
定
業
務
委
託

場
　
所
　
　
町
内
全
域

予
定
価
格
　
２
３
７
万
円
　

落
札
価
格
　
１
９
５
万
円

業
　
者
　
三
陽
技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ツ
㈱

　
年
度
単
独
公
共
　
町
道
　
号
線
側

２４

５８

溝
整
備
測
量
・
設
計
業
務
委
託

場
　
所
　
　
新
里
地
内

予
定
価
格
　
２
１
４
万
円
　

落
札
価
格
　
２
０
０
万
円

業
　
者
　
晃
和
測
量
設
計
㈱

▼
学
校
教
育
課

　
年
度
明
和
町
立
明
和
中
学
校
東
側

２４テ
ニ
ス
コ
ー
ト
撤
去
工
事

場
　
所
　
　
新
里
地
内

予
定
価
格
　
２
６
２
万
円
　

落
札
価
格
　
２
１
８
万
円

業
　
者
　
㈲
村
建
工
業

　
年
度
明
和
町
立
明
和
東
小
学
校
グ

２４ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
購
入

場
　
所
　
　
千
津
井
地
内

予
定
価
格
　
１
４
４
万
円
　

落
札
価
格
　
１
４
１
万
９
千
円

業
　
者
　
㈱
オ
ト
ワ
楽
器

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

　　　　優勝した　キャッツ愛
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（１４）（１４）（１４）

掲掲掲掲掲掲掲掲掲

板板板板板板板板板
示示示示示示示示示

nnnnnnnnnnnfffffffffffooooooooooorrrrrrrrrrrmmmmmmmmmmmaaaaaaaaaaatttttttttttiiiiiiiiiiiooooooooooonnnnnnnnnnnくくくくくくくくららららららららししししししししにににににににに役役役役役役役役立立立立立立立立つつつつつつつつ様様様様様様様様々々々々々々々々なななななななな情情情情情情情情報報報報報報報報ををををををををくらしに役立つ様々な情報をおおおおおおおおお知知知知知知知知ららららららららせせせせせせせせししししししししまままままままますすすすすすすす知らせします IIIIIIIIIII

山
   電
話
番
号
           

糸
 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

: 
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

〈
広
告
〉

 
おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお

知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知

らららららららららららららららららららららららららららららら

お
 
知
 
ら
 
せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ
  

新
春
恒
例
の
消
防
隊
出

初
式

と
　
き
　
平
成
　
年
１
月
６
日
　

２５

（日）

午
前
　
時
　
分
開
始

１０

３０

と
こ
ろ
　
館
林
市
役
所
東
広
場

内
　
容
　
館
林
鳶
職
組
合
梯
子
乗

り
演
技
披
露
、
消
防
署
音
楽
隊
演

奏
、
一
斉
放
水
、
分
列
行
進
（
徒

歩
部
隊
・
車
両
部
隊
）
披
露

※
館
林
市
役
所
南
道
路
　
午
前
　１１

時
　
分
～
午
後
　
時
　
分
ま
で
通

３０

１２

３０

行
止
め
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

『
消
す
ま
で
は
　
出
な
い
行
か
な

い
　
離
れ
な
い
』

問
合
せ
先
　
館
林
地
区
消
防
組
合

（
山
　
・
３
１
７
１
）
へ
。

７２

「
群
馬
こ
ど
も
救
急
相

談
」を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
夜
間
や
休
日
の
急
な
子
ど
も
の

病
気
等
で
対
応
に
困
っ
た
ら
、

「
♯
８
０
０
０
群
馬
こ
ど
も
救
急

相
談
」
に
お
電
話
を
！
医
療
機
関

に
か
か
る
べ
き
か
、
家
庭
で
で
き

る
対
処
法
は
ど
ん
な
こ
と
か
等
、

看
護
師
等
の
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
相

談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
日
・
時
間
　
月
～
土
曜
日
　

午
後
６
時
～
翌
朝
午
前
８
時

日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
（
　１２

月
　
日
～
１
月
３
日
）　

２９
午
前
９
時
～
翌
朝
午
前
８
時

相
談
方
法
　
電
話
（
短
縮
番
号
♯

８
０
０
０
）・
ダ
イ
ヤ
ル
回
線
、
I

P
電
話
等
で
は
ご
利
用
に
な
れ
ま

せ
ん
の
で
、
携
帯
電
話
か
ら
お
か

け
く
だ
さ
い
。・
短
縮
番
号
へ
か

け
て
も
、
話
し
中
の
よ
う
な
電
子

音
も
し
く
は
無
音
の
状
態
と
な
る

場
合
は
、（
山
０
３
・
５
５
２
４
・
８

１
３
５
）
へ
お
か
け
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
県
庁
医
務
課
（
山
０

２
７
・
２
２
６
・
２
５
４
０
　
姉
０
２

７
・
２
２
３
・
０
５
３
１
）へ
。

  
募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募
集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集
しししししししししししししししししししししししししししししし
まままままままままままままままままままままままままままままま

募
集
し
ま

すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす
  

館
林
税
務
署
の
臨
時
職

員
を
募
集

募
集
人
員
　
　
人
80

勤
務
内
容
　
受
付
、
パ
ソ
コ
ン
入

力
作
業
お
よ
び
書
類
整
理
等

勤
務
場
所
　
館
林
税
務
署
ま
た
は

イ
オ
ン
モ
ー
ル
太
田
（
太
田
市
）

勤
務
日
時
　
平
成
　
年
１
月
下
旬

２５

か
ら
３
月
中
旬
ま
た
は
下
旬
ま
で

の
間
（
た
だ
し
土
日
、
祝
日
を
除
く
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時
ま
で
の
間

の
昼
休
み
を
除
く
５
時
間
　
分
３０

申
込
・
問
合
せ
先
　
館
林
税
務
署
・

総
務
課
（
山
　
・
９
５
０
０
）
へ
。

７２

館
林
高
等
看
護
学
院
学

生
募
集

　
平
成
　
年
度
館
林
高
等
看
護
学

２５

院
学
生
を
募
集
（
一
般
入
試
）
し

ま
す
。

募
集
人
員
   　
人
４０

修
業
年
限
　
３
年

願
書
受
付
　
　
月
　
日
　
～
平
成

１２

１７

（月）

　
年
１
月
　
日
　
必
着

２５

１０

（木）

試
験
日
　
第
１
次
試
験
　
平
成
　２５

年
１
月
　
日
　
　
第
２
次
試
験
　

１６

（水）

平
成
　
年
１
月
　
日
　

２５

２５

（金）

試
験
科
目
　
第
１
次
試
験
　
・
学

科
試
験
（
３
科
目
）　
第
２
次
試

験
・
小
論
文
・
面
接
試
験
（
第
１

次
試
験
合
格
者
の
み
）

応
募
資
格
　
①
高
等
学
校
を
卒
業

し
た
者
、
ま
た
は
卒
業
見
込
み
の

者
　
②
高
等
学
校
卒
業
程
度
認
定

試
験
合
格
者

試
験
会
場
　
館
林
高
等
看
護
学
院

出
願
書
類
　
・
入
学
願
書
・
受
験

票
・
最
終
学
校
の
調
査
書
・
返
信

用
封
筒
（
長
４
号
封
筒
に
住
所
、

氏
名
を
明
記
し
　
円
切
手
を
貼
付

８０

す
る
。）・
写
真
２
枚
（
名
刺
型
４

×
３
㌢
）
最
近
６
か
月
以
内
に
撮

影
し
た
上
半
身
、
正
面
、
脱
帽
、

裏
面
に
氏
名
を
明
記
し
、
１
枚
は

願
書
に
、
１
枚
は
受
験
書
に
貼
付
。

受
験
料
　
２
０
、
０
０
０
円
（
郵

便
普
通
為
替
に
よ
る
）

問
合
せ
先
　
館
林
高
等
看
護
学
院

（
山
　
・
７
１
７
５
）
へ
。　

７３
Ｊ
Ａ
邑
楽
館
林
青
年
部

主
催「
婚
活
パ
ン
作
り
」

　
Ｊ
Ａ
邑
楽
館
林
青
年
部
に
よ
る

婚
活
イ
ベ
ン
ト
第
４
弾
を
開
催
し

ま
す
。
地
元
で
採
れ
た
素
材
を

使
っ
た
パ
ン
、
ジ
ャ
ム
作
り
を
通

じ
て
、
楽
し
み
な
が
ら
素
敵
な
出

会
い
を
見
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
　
き
　
平
成
　
年
１
月
　
日
　

２５

２６

（土）

午
後
１
時
～
午
後
６
時
　
分
頃

３０

と
こ
ろ
　
館
林
市
大
島
公
民
館
　

募
集
人
員
　
　
代
～
　
代
前
半
の

３０

４０

独
身
女
性
　
　
人
程
度

１０

締
　
切
　
１
月
　
日
　

１１

（金）

※
応
募
多
数
の
場
合
は
先
着
順
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

内
　
容
　
１
対
１
ト
ー
ク
タ
イ
ム
、

パ
ン
、
ジ
ャ
ム
、
バ
タ
ー
作
り
、
フ

リ
ー
タ
イ
ム
、
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
発
表

参
加
費
　
２
、
０
０
０
円

申
込
・
問
合
せ
先
　
Ｊ
Ａ
邑
楽
館

林
園
芸
指
導
課
　
増
田
　
（
山
　
・
７３

４
９
９
１
）
へ
。
　

※
館
林
市
大
島
公
民
館
へ
、
イ
ベ

ン
ト
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

〈
広
告
〉
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（１５）広報めいわ　平成２４年１２月１０日

刈

侃

瓦

冠

苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅

苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅

乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾

乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾

〈
広
告
〉

放射性セシウム濃度（ﾍ゙ｸﾚﾙ/ｷﾛｸ゙ﾗﾑ）産　地食　材調理場検査日

セシウム１３７不検出
（検出下限値６．１５)

セシウム１３４不検出
（検出下限値５．４７）

１５～１９日の
調理済み

学校給食センター１０／１９

セシウム１３７不検出
（検出下限値９．４８）

セシウム１３４不検出
（検出下限値８．３５）

茨城県さつまいも学校給食センター１０／２３

セシウム１３７不検出
（検出下限値６．５０）

セシウム１３４不検出
（検出下限値５．７８）

茨城県ちんげん菜学校給食センター１０／３０

学校給食食材測定結果

※基準値：放射性セシウム（セシウム１３４とセシウム１３７の合計）１００ﾍ゙ｸﾚﾙ/ｷﾛｸ゙ﾗﾑ

　「不検出」とは、放射性物質が存在しない、または検出下限値を下回ったことを示します。

　明和町では、環境や学校給食の安全・安心を確保するために
　　　　　放射性物質の検査を行っています。

　問合せ先　学校教育課　給食センター（山８４・５８５８）

備 考
測定値

（単位：マイクロシーベルト／ｈ）所在地測定場所
月　日
天　候

地表５０ｾﾝﾁ１ﾒーﾄル
校庭・土0.0920.0900.088千津井東小学校

１１月 ２７日

 晴れ

校庭・土0.0800.0840.081川 俣西小学校

校庭・土0.0530.0570.057新 里中 学 校

園庭・芝0.1010.0840.085田 島こども園

広場・土0.0480.0510.047南大島ふるさとの広場

測定値（ﾍ゙ｸﾚﾙ/ｷﾛｸ゙ﾗﾑ）

原水の種類採水地点採水月日 放射性セシウム137放射性セシウム134放射性ヨウ素131

基準値１０ﾍ゙ｸﾚﾙ

不検出(0.8未満)不検出(0.8未満)不検出(0.7未満)地下水と表流水南大島浄水場１１月 ７日

不検出(0.8未満)不検出(0.7未満)不検出(0.9未満)地下水上江黒浄水場１１月 ９日

不検出(0.7未満)不検出(0.5未満)不検出(0.8未満)地下水大輪浄水場１１月２１日

水道水の検査結果

測定値（ﾍ゙ｸﾚﾙ/ｷﾛｸ゙ﾗﾑ）
試料名採取月日 放射性セシウム

137
放射性セシウム

134
放射性ヨウ素

131
６．９３．３不検出脱水汚泥１１月 ２２日

下水汚泥の検査結果(明和水質浄化センター）

空間放射線量

※検出限界値未満の場合は「不検出」と表記しています。

※国が示す除染の目安は、地上１㍍の高さで毎時０．２３マイクロシーベルトです。

問合せ先　環境水道課　（内線１７２）

〈
広
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（１６）

明和中駅伝部男子が郡大会３連覇！
「精錬」をテーマに県大会へ

   １０月１２日、邑楽郡駅伝大会が館林市城沼陸上競技場周辺コー
スで行われました。明中駅伝部（期間限定編成）は、男子Ａチーム

が５９分１４秒で３年連続の優勝を果たして県大会への進出を決

めました。また、男子Ｂチーム（オープン参加）は２位で上位入賞

を果たし、女子はＡ・Ｂチーム共に上位獲得は成りませんでした

が、最後まで健闘しました。 　

　県大会は、１１月１０日に渋川市総合
公園陸上競技場および周辺コースで

開催、男子は５０チームが熱戦を繰り

広げました。明中チームは入賞には

及びませんでしたが、順位・タイム共

に昨年よりも好成績で完走し、限ら

れた練習時間での成果を発揮するこ

とができました。

　１１月２日、中央公民館で戦没者追悼式が行わ

れ、遺族をはじめ関係者２４５人が参列し、祭壇に

献花し戦没者（３０１柱）の冥福を祈りました。

　次世代を担う若者を代表して、明和中学校２

年の荒川紀香さんと、薗部幸輝君が悲惨な戦争

を繰り返さないこと、命の尊さを訴えていくこ

とを誓いました。

命の尊さと平和を願う
戦没者追悼式

　１０月２６日、商工高校生徒と地域住民（南大島

地区）と協働作業、さらに１１月３日マイタウン

支援センター、１１月１３日群馬県年金受給者協会、

１２月１日役場主催で多くのボランティアによる、

ふるさとの広場周辺の落ち葉清掃を実施しまし

た。参加されたみなさんご協力ありがとうござ

いました。

公共施設を清掃美化でさわやかに
ボランティア落葉清掃
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（１７）広報めいわ　平成２４年１２月１０日

　１１月９日、保健センターでベビーマッサージ

教室が開催されました。１３組の親子と、まもな

く出産を迎える妊婦さんが参加しました。

　助産師さんの指導のもと、オイルを使った

マッサージは赤ちゃんのリズムに合わすことに

より、お母さんお父さんの温かな手のぬくもり

から優しさや愛情が伝わっているようでした。　

　親子がふれあうことで絆を深め心身ともに穏

やかな時間を過ごしていました。

母と子のボンディング（絆）
ベビーマッサージ教室

　凸版印刷㈱は１１月７日、群馬工場の再構築の

ため明和第三工業団地に包装材事業の基幹工場

の建設を決め、このほどその起工式を行いまし

た。新工場では、クリーンな生産環境、高度な

品質管理体制で、ハイバリア包装を中心に医療

医薬品や食品などさまざまな用途・製品に使用

される、最先端の包装材を生産します。

　建築面積約３２,０００㎡、延床面積約６９,０００㎡、建

設施工は安藤建設（株）で平成２６年３月の完成

をめざします。

凸版印刷㈱新群馬工場起工式
明和第三工業団地

町民の善意２４０７点を販売
ボランティア福祉バザー

　１１月２３日勤労感謝の日、中央公民館でボラン

ティア連絡協議会（須藤敏子会長）主催の第３１

回ボランティア福祉バザーが開かれました。

　参加会員１６０人の協力を得て収集から販売ま

でをおこない、当日の売上総額５８万円を町社会

福祉協議会に寄付しました。同協議会ではこれ

を形にして、住民の皆さんに福祉サービスとし

て還元します。

　１１月２４日、ふるさと産業文化館ホールで、

ミュージックフェスティバルが開かれました。

　アマチュアバンド「オーラナイト」がエレキ

ギターのサウンドで‘パイプライン‘など１０余

曲。北関東で活躍中の「小倉トシオ＆ジャズフ

レンズ」は、迫力あるスタンダードジャズの演奏

や魅力いっぱいの女性ボーカルで聞かせました。

　ポンチョ衣装の女性４人コーラス「ラス・セ

レシータス」は、コンドルは飛んで行くなど馴染

の中南米音楽で会場を湧かせていました。

ミュージックフェスタに湧く
アマチュアバンドの競演



（１８）

みんなの 広場

　明和町生活改善グループによる
　　地元の食材を使って料理を紹介

　明和町農家生活改善グループ連絡協議会は、農業および生活の知識・技術を修得し営農改善

と生活合理化を図り、よりよい家庭づくりと農業振興に役立つことを目的としています。　

　長年培った知恵と技術を活かし、安心・安全な農産物の生産や加工品作りにより、消費者の

かたがたとの交流を実施しています。

 レシピ
米粉のニョッキ入り

　　ホワイトシチュー

　　材料（４人分）
　（ニョッキ）

　　米　粉　　　１００㌘　　じゃがいも　２００㌘　

　　　塩　　　　３㌘　　　卵　黄　　１個分　

　（シチュー）

　　鶏もも肉　　１枚　　　玉ねぎ　　大１個　

　　にんじん　　１本　　　じゃがいも　２個

　　サラダ油　　適量　　　　水　　　２ｶｯﾌ゚　

　　固形スープ　２個　　　牛　乳　　２ｶｯﾌ゚　

　　米　粉　　大さじ４　　

　　ローリエ、塩、こしょう　　適量

　作り方
（ニョッキ） 

　①じゃがいもを茹で、皮をむきつぶしておく。

　②ボールに、米粉･あら熱を取ったじゃがいも･塩･卵黄を入れ混ぜる。

　③耳たぶくらいの硬さになったら、食べやすい大きさに成型する。

　④たっぷりのお湯で茹でる。(浮いてきたらすくい上げ、冷ます）。

　※茹でたニョッキに、オリーブオイル少々をからめておくと、取り分けやすい。

（シチュー)

　①鶏肉はひと口大、玉ねぎ、にんじん、じゃがいもは皮をむいてそれぞれひと口大に切る。

　②鍋に油を入れ、鶏肉を加えて中火で焦げないように炒め、たまねぎ、にんじん、じゃが

　　いもを加えてさらに炒め合わせる。

　③水と固形スープの素とローリエを加えて野菜が柔らかくなるまで煮込む。

　④弱火にし、最後に混ぜ合わせた牛乳と米粉を加えていく。時々かき混ぜながらトロミ

　　がつくまで煮る。仕上げに塩、こしょうで味をととのえる。

　⑤器にニョッキを入れ、シチューをかける。または、シチューの鍋にニョッキを入れ、混

　　ぜてから器に盛る。

Cooking 



（１９）広報めいわ　平成２４年１２月１０日

今回は切り絵や生活改善グループよるレシピを紹介します　

新年が待ち遠しい

　　餅つき　
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イタドリ　　　　　　（タデ科）

　記　立岡正夫

　痛みを取る薬効があるのでイタドリといいます。
薬効としては便秘に効くといわれています。道端や
荒れ地などに見られる草で、草丈は１米ぐらいにな
ります。新芽は筍のような茎で、太くてやわらかい
うちに皮をむいて生で食べると、少し酸っぱい味が
します。根には通経作用があるといわれ虎杖根とし
て市販されているそうです。              (千津井地内）

　食文化の継承を通して地域で
　　　子育て、“春よ来い、早く来い”

まち百景 （切り絵）

作　石川照子



（２０）

今月の休祝日当番医 変更になる場合もあります
必ず電話してから受診してください

外科系内　科　系耳鼻科期　日

田沼整形外科
（８８）９２２３

須田内科医院
（６３）１４１４

金丸内科医院
（８８）３２００

長谷川クリニック
（８０）３３１１

横田胃腸科
（７２）４９７０

板倉耳鼻
（８０）４３３３

１２月１６日（日）

高木整形外科
（６２）６６１１

たなか医院
（６２）２８８１

小西医院
（８６）２２６１

真中医院
（７２）１６３０

安楽岡医院
（７２）０５７２

－１２月２３日（日）

井上整形外科
（８２）１１３１

蜂谷病院
（６３）０８８８

小林内科医院
（８８）８２７８

菅沼医院
（７２）９０９０

多々良診療所
（７２）３０６０

－１２月２４日（月）

堀井乳腺外科
（５５）２１００

みづほクリニック
（２０）１１２２

ミツワ診療所
（７０）３０３０

星野こども
（小児科のみ）

（７０）７２００

館林記念病院
（７２）３１５５

－１２月 ３０日（日）

田沼整形外科
（８８）９２２３

湯沢医院
（６２）２２０９

館林厚生病院
（小児科のみ）

（７２）３１４０

吉田内科
（７０）７１１７

－１２月 ３１日（月）

高木整形外科
（６２）６６１１

いたくら内科
（７０）４０８０

館林厚生病院
（小児科のみ）

（７２）３１４０

松井内科医院
（７５）９８８０

－１月  １日（火）

井上整形外科
（８２）１１３１

かさはら内科
（５５）２５３７

館林厚生病院
（小児科のみ）

（７２）３１４０

ハートクリニック
（７１）８８１０

－１月  ２日（水）

ふじの木
（９１）４０７０

加藤医院
（８９）１０３１

益田小児科
（小児科のみ）

（６２）５５３５

長谷川クリニック
（８０）３３１１

落合医院
（７２）３１６０

－１月  ３日（木）

慶友整形外科
（７２）６０００

富士クリニック
（２０）１９７１

竹越医院
（８４）３１３７

神尾内科医院
（７５）１２８８

館林記念病院
（７２）３１５５

川田耳鼻
（７２）３３１４

１月  ６日（日）

　                     ○診療時間は、午前９時～午後５時　（ただし、耳鼻科の診療時間は、午前９時～午後１時）
　              ○救急テレホンサービス(山７３・５６９９）：受診可能病院を紹介しています。

緊　　　　急
夜　　　　間

（午後７時～午後１０時）
歯　　　　科

館林厚生病院（内科・外科）

山７２・３１４０

夜間急病診療所（内科・小児科）

　               山７３・２３１３（要電話確認）

（日曜、国民の祝日、年末年始は休診）

館林邑楽歯科保健医療センター
山７３・８８１８

午前９時～正午　　
　　午後１時～午後３時　　

（平成２４年１１月１日現在）

　　士急　病　　………… ２９件
　　士交通事故　…………   ６件
　　士その他　　…………   ９件
　　士合　計　　………… ４４件

纂不審な電話にご注意！詐欺を疑いましょう！

纂早めのライト点灯で事故防止！

　士自動車盗　…………   １件
　士自転車盗　…………   １件
　士器物損壊　…………   ２件　

　士人身事故　…………　５件
　士物件事故　…………  １４件

　総人口　１１，４７２人　 （－１０）
　　男　　　５，７５０人　 （－　５）
　　女　　　５，７２２人　 （－　５）
　世帯数　　３，８７３世帯 （＋　３）
　　　　※（　）内の数字は前月比

１１月の町の事件事故状況

町の人口と世帯

１１月の町の救急車出動回数

【町の無料法律相談】　
と　き　　１ 月１０日（木）　 午前１０時～正午
ところ　　役場委員会室　
対　象　　明和町民　
担　当　　森尻弁護士
受付期間　１月１日（火）から８日（火）までに総務課へ
　　　　　お申し込みください    
　　　　　 ※事前の予約が必要です。
【人権・行政・心配ごと相談】
　　　　　 ※１ 月はお休みです

【年金相談】　
と　き　　１ 月１７日（木）　午前９時３０分～午後３時
ところ　　館林市役所（山７２・４１１１）
              　  ※事前の予約が必要です。
【健康相談】
と　き　　１ 月８日（火）　午前９時３０分～午前１０時３０分受付
ところ　　保健センター
対　象　　乳幼児・成人
【乳幼児健診】
と　き　　１ 月１０日（木）　午後１時～午後２時受付
ところ　　保健センター
対　象　　２３年１月、２４年１・６・９月生

定期相談・健診

　　　　■発行／群馬県明和町役場　〒３７０崖０７９５　群馬県邑楽郡明和町新里２５０番地１　■編集　総務課総務係・ＮＰＯ法人めいわ
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●広報めいわは、自然保護のため再生紙と植物油インキを使用し作成しています。




